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第4９回日本生物物理学会年会 
 

株式会社菱化システム ランチョンセミナー 

受容体構造に基づく新規リガンド設計 
 

日時： 9 月 16 日（金） 11:50～12:40 

場所： A 会場（7 号館 1 階 7101） 
 

 

立体構造規制ペプチドライブラリーを用いた分子標的ペプチドの創出 

大阪府立大学大学院 理学研究科 藤原 大佑 

 

タンパク質-タンパク質相互作用を特異的に制御する標的分子リ

ガンドは、生物学研究用の分子ツールとして、また医薬品リード分

子として大変注目されています。立体構造規制されたペプチドは標

的分子結合時のエントロピーコストが抑えられ、結合親和力の向上

が期待されます。また血清中での安定性向上が期待されます。講演

では、De Novo 設計した独自の立体構造規制ペプチドを土台とし

たファージ表層提示ペプチドライブラリー及びそれを用いた分子標

的ペプチド獲得研究についてご紹介します。 

 

MOE-ASEDock によるドッキングシミュレーション 

株式会社菱化システム 計算科学部  東田 欣也 

 

統合計算化学システムMOEに搭載されているASEDock は、タンパク質とリガンドの

結合状態を高精度に予測します。独自の ASE スコアを用いてタンパク質のポケット形状

とリガンド原子配置の適合性を評価し、妥当なドッキングの候補配座を高速に探索します。

さらに段階的な構造最適化計算により、安定なドッキング構造を予測します。セミナーで

はASEDock を中心に、MOEに搭載されているタンパク質-リガンド複合体の相互作用解

析機能について紹介します。 
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イオンビームシリアルセクショニング法による 

生物系試料の三次元構造解析 
完山正林 

日本エフイー・アイ株式会社  

ナノポートジャパン アプリケーションラボラトリー 

１．はじめに 

1990 年代半ばに同一チャンバー内に集束イオンビーム（FIB）装置と高分解能の走査型電子顕微鏡

（SEM）を搭載した DualBeamTM装置が開発された。イオンビームシリアルセクショニング（iSS）

法による三次元構造解析技術とは、この DualBeamTM装置を用いて試料の 3次元構造を解析する手法

である。   

２．iSS法による 3次元構造解析の特長 

具体的な手順は、断面スライス加工と作製直後のフレッシュな断面の観察を交互に行うことで得ら

れる SEM 観察像群を、AVIZOTM等の市販の可視化ソフトウェアを使って 3 次元再構築を行う。従来

のシリアルセクショニング法 1), 2)と異なるのは、近年の FIB鏡筒と SEM鏡筒の進歩により、スライ

ス幅が高精度で正確に行われること、および 1 スライスの加工が終わるごとに、高分解能 SEM 観察

像が、常に注目領域が中心となるように自動的に取得、保存されていくことである。この手法だと原

理的に観察像群の像質は何枚目であっても SEMの分解能と信号の励起体積(interaction volume)でほ

ぼ決まるため、3次元再構築像のクォリティが試料厚を問わないという利点がある。 

図 1 はマウス小腸上皮組織の三次元再構築結果である。約 30μm×40μm×8μmのボリュームを 50nm

のスライス幅でデータ取得を行った。腸絨毛や組織の内部構造が見事に再現されていることがわかる。 
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図 1 マウス小腸上皮組織の三次元再構築結果 
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